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D-1 -16 体外陽陰圧式人工呼吸器(BCV)のControlmodeにおける

スムーズな導入を目指して

東京女子医科大学付属第二病院 ME部

中垣麻子

[はじめにI
BCVによる患者同期モー ドには、 吸気のみに

同期するRespiratoryTriggered modeと吸気・呼気

ともに同期する RespiratorySynchronized modeが

あるが、実際に使用する と同期が難しく 、臨床的

効果も十分発揮されない症例が多い。私たちは

非同期モー ドであるControlmodeを用い、患者に

BCVへの同調を促すこ とで良好な結果を得たの

で紹介する。

[方法]

BCVの開始時の呼吸間数は自発l呼吸と|可等と

し、非同期モードであるControlmodcへのJ淳人を

スムースにわうため、月以気J(-5cmH20、11子気Jt

OcmHzOとjlI;JIから開始した Cuira日|人l除11..発'1:.

11与に白発吸気、 CuirassI人l防Jt発生時にはi'I発呼

気を行うよう忠主に指示した。

BCVとの同調を認め始めた段階で、呼吸状態

向調性を確認しながら徐々に吸気圧・呼気lf:を

増加させた(図 1) 0 同調性が良くなると向発呼

吸数が減少し同調が悪化する原因となるため適

宜調整した。

[結果]

うっ血性心不全7例を対象とした。同期率は

Respiratory Trigger巴dmode、RespiratorySynchro-

nized modeではそれぞれ30%、40%であったの

に対し、Controlモードでは100%に向上し、Cuirass

内圧(図2上段)とカプノグラフ(図2下段)の波形

がよく同調しているのが確認された。さら に

Controlモー ドでは平均呼吸回数が導入前の25

回/分からBCV向調中では 19回/分へと低下し、

PaOz増加率も 20.6:t6.4%(mean:t SO)と有意な

上昇を認めた。

[まとめI
Controlモードは非同期モー ドであるが、導入方

法を工夫することで結果的に良好な同期性を得る

ことができた。 Controlモードのスムーズな導入、

同調性の向上のためには、 患者の違和感を軽減

し、協力しやすい環境とすることが重要であり、

それにより BCV本来の作用が発揮され、臨床的効

果を認めることができたと考えるo
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